
黒
子
か
リ
ー
ダ
ー
か
　

問
わ
れ
る
地
元
銀
行
の
役
割�

個
別
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
面
的
再
生
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
�

縮
小
す
る
日
本
�

地
域
振
興
へ
の
再
挑
戦
�

【特集】�

長
引
く
景
気
低
迷
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
、
工
場
の
海
外
移
転
等
を
背
景
に
地
域
経
済

の
衰
退
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ク
ロ
的
構
造

変
化
に
対
し
一
金
融
機
関
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
ら
の
営
業
基
盤
の
存
続

の
た
め
に
、
個
々
の
企
業
再
生
を
超
え
、
地
域
振

興
に
参
画
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
�

マ
グ
ロ
、
か
ま
ぼ
こ
を

売
る
銀
行

昨
年
５
月
、「M

ade
In

T
sushi-

m
a

」
の
ラ
ベ
ル
を
つ
け
た
マ
グ
ロ

の
写
真
を
大
き
く
あ
し
ら
っ
た
１
ペ

ー
ジ
広
告
が
長
崎
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
。「
対
馬
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
観
光

客
と
県
民
の
皆
さ
ま
へ
！
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
が
踊
る
広
告
の
ス
ポ
ン
サ

ー
は
、
水
産
業
者
で
も
旅
行
会
社
で

も
な
い
十
八
銀
行
。
本
来
業
務
を
は

な
れ
、
地
元
が
産
学
官
連
携
で
取
り

組
む
「
長
崎
県
離
島
産
品
航
空
輸
送

高
度
化
事
業
」
に
参
画
す
る
同
行
の

地
域
活
性
化
に
か
け
る
思
い
を
伝
え

る
広
告
だ
っ
た
。

同
事
業
に
お
い
て
十
八
銀
行
が
担

っ
た
の
が
、
対
馬
の
養
殖
ク
ロ
マ
グ

ロ
を
長
崎
に
空
輸
、
県
内
で
消
費
さ

れ
る
ま
で
を
追
跡
調
査
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

役
。
実
証
実
験
を
行
う
長
崎
大
学
の

ほ
か
、
航
空
会
社
、
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
な
ど
の
調
整

機
能
も
引
き
受
け
た
。
ク
ロ
マ
グ
ロ

だ
け
で
は
な
い
。
同
行
は
、
長
崎
名

産
の
「
か
ま
ぼ
こ
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
事
業
に
力
を
い
れ
る
。
長
崎
県

の
水
産
練
り
製
品
の
消
費
量
が
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
全
体
の
出
荷
額
は
９５
億
円
に
と
ど

ま
り
、
全
国
１６
位
に
位
置
す
る
と
い

う
ギ
ャ
ッ
プ
が
事
業
の
出
発
点
。
背

景
に
は
、
県
外
で
の
長
崎
県
産
の
練

り
製
品
に
対
す
る
認
知
度
が
低
い
こ

と
が
あ
る
生
産
者
に
中
小
・
零
細
企

業
が
多
く
、
商
圏
が
狭
い
と
い
う
事

情
も
あ
る
。
裏
返
せ
ば
、
認
知
度
を

高
め
ら
れ
れ
ば
出
荷
額
も
飛
躍
的
に

伸
び
る
は
ず
。
商
工
会
議
所
青
年
部

を
中
心
に
「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」

と
銘
打
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
組
織
を
つ

く
り
、
か
ま
ぼ
こ
を
使
っ
た
商
品
開

十
八
銀
行
は
、
地
域
産
品
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
長
崎
県
内
の
消
費
拡
大
、
県
外
か
ら
の
�
外
貨
獲
得
�
を
狙
う
。

一
方
、
商
店
街
の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
功
例
と
し
て
有
名
な
香
川
県
高
松
市
の
丸
亀
町
商
店
街
は
「
廃
業
支

援
」
に
よ
っ
て
テ
ナ
ン
ト
の
新
陳
代
謝
を
進
め
た
。
各
地
の
地
域
振
興
へ
の
取
組
み
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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東
京
金
融
取
引
所�

常
務
取
締
役
　

伊
藤
　
渡�

ユ
ー
ロ
円
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
6
カ
月
金
利
先
物
の
上
場�

�
投
資
家
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
商
品
性
に
反
映�

�円
金
利
ス
ワ
ッ
プ
の

精
緻
な
ヘ
ッ
ジ
ツ
ー
ル

日
本
銀
行
が
１
９
９
９
年
２
月
に

ゼ
ロ
金
利
政
策
を
導
入
し
て
以
降
、

わ
が
国
で
は
超
低
金
利
環
境
が
１０
年

以
上
に
わ
た
り
続
い
て
お
り
、
円
の

短
期
金
利
に
つ
い
て
は
ヘ
ッ
ジ
ニ
ー

ズ
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
金
利
環
境
下
に
お

い
て
も
円
金
利
ス
ワ
ッ
プ
の
取
引
残

高
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

本
取
引
所
は
今
年
１
月
３０
日
に
英
国

銀
行
協
会
が
公
表
す
る
ユ
ー
ロ
円
Ｌ

Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
６
カ
月
物
金
利
を
原
資

産
と
す
る
ユ
ー
ロ
円
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
６

カ
月
金
利
先
物
を
上
場
し
た
。
本
取

引
所
で
は
、
す
で
に
全
国
銀
行
協
会

が
公
表
す
る
ユ
ー
ロ
円
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ

の
３
カ
月
物
金
利
を
原
資
産
と
す
る

ユ
ー
ロ
円
３
カ
月
金
利
先
物
（
以

下
、
ユ
ー
ロ
円
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
６
カ
月

金
利
先
物
と
区
別
す
る
た
め
に
、
ユ

ー
ロ
円
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
３
カ
月
金
利
先

物
と
い
う
）
を
上
場
し
て
い
る
が
、

次
の
よ
う
な
多
様
化
す
る
投
資
家
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
新
商
品
が

必
要
だ
と
判
断
し
た
。

�
円
金
利
ス
ワ
ッ
プ
市
場
の
ヘ
ッ
ジ

ツ
ー
ル

円
金
利
ス
ワ
ッ
プ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
、
変
動
金
利
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
（
市
場
慣
行
）
は
ユ
ー

ロ
円
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
６
カ
月
金
利
で
あ

る
。
ユ
ー
ロ
円
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
６
カ
月

金
利
を
原
資
産
と
す
る
金
利
先
物
を

東
京
金
融
取
引
所
は
１
月
３０
日
、
ユ
ー
ロ
円
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
６
カ
月
金
利
先
物
を
上
場
し
た
。
取
引
残
高
が
増
加
し

て
い
る
円
金
利
ス
ワ
ッ
プ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
ヘ
ッ
ジ
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
や
、
相
対
取
引
に
は
な
い
取
引
所
取

引
な
ら
で
は
の
リ
ス
ク
管
理
の
容
易
さ
、
従
来
か
ら
上
場
し
て
い
る
ユ
ー
ロ
円
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
３
カ
月
金
利
先
物
な

ど
と
の
裁
定
取
引
の
機
会
増
大
な
ど
、
投
資
家
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
市
場

参
加
者
の
声
を
反
映
さ
せ
、
呼
値
の
単
位
を
細
か
く
設
定
し
た
ほ
か
、
流
動
性
を
維
持
す
る
た
め
に
値
付
取
引
参

加
者
の
制
度
を
採
用
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
。
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地
方
銀
行
で
増
え
る

新
人
弁
護
士
の
行
員
採
用

行
内
事
情
に
精
通
し
た

法
律
実
務
家
を
望
む

北
陸
銀
行
は
１
月
４
日
、
地
元
の

法
科
大
学
院
出
身
者
ら
３
名
の
新
人

弁
護
士
を
採
用
し
た
。
全
員
２０
代

で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
債
権
管

理
の
担
当
部
に
配
属
。
来
年
以
降
も

年
数
人
ず
つ
定
期
採
用
し
て
い
く
意

向
だ
。
中
国
銀
行
で
も
同
日
、
３０
歳

と
３６
歳
の
男
性
２
人
を
採
用
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
に
配
属
し
た
。
両

名
と
も
地
元
出
身
で
、
１
名
は
金
融

実
務
経
験
な
し
、
も
う
１
名
は
都
市

銀
行
出
身
者
だ
。

地
方
銀
行
に
お
け
る
弁
護
士
資
格

保
有
者
の
採
用
は
近
年
急
速
に
進
ん

で
お
り
、
十
六
銀
行
で
は
０９
年
か
ら

同
行
出
身
の
３０
代
の
弁
護
士
を
再
雇

用
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統
括
部

に
配
属
。
鹿
児
島
銀
行
、
山
陰
合
同

銀
行
で
も
１０
年
に
各
１
名
の
２０
代
弁

護
士
を
採
用
し
た
。「
新
し
い
商
品

を
つ
く
る
と
き
に
は
法
律
対
応
が
必

須
。
行
内
弁
護
士
な
ら
ば
、
企
業
風

土
を
理
解
し
た
う
え
で
対
応
を
考
え

ら
れ
る
」（
鹿
児
島
銀
行
）、「
顧
問

弁
護
士
に
法
律
相
談
や
訴
訟
対
応
を

依
頼
す
る
前
段
階
で
、
事
案
の
整
理

等
を
担
当
し
て
も
ら
い
た
い
」（
中

国
銀
行
）
と
期
待
の
声
は
大
き
い
。

社
内
弁
護
士
の
数
は
１１
年
上
半
期

で
５
８
８
名
と
３
年
間
で
２
倍
以
上

に
増
加
し
て
い
る
（
日
本
組
織
内
弁

護
士
協
会
調
べ
）。
弁
護
士
と
い
う

と
独
立
心
旺
盛
で
一
匹
狼
と
い
っ
た

人
物
像
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、「
価
値

観
が
多
様
化
し
、
企
業
で
働
き
た
い

と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
」
と
大
手

銀
行
の
法
務
担
当
者
は
語
る
。
実

際
、
こ
の
銀
行
が
昨
年
、
司
法
修
習

終
了
者
向
け
の
就
職
説
明
会
に
ブ
ー

ス
を
出
展
し
た
と
こ
ろ
、
６０
〜
７０
名

の
応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
。

法
科
大
学
院
制
度
、
新
司
法
試
験

の
導
入
等
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
弁

護
士
の
就
職
難
は
広
が
っ
て
い
る
。

地
域
金
融
機
関
で
は
、
地
元
の
弁
護

士
会
、
法
科
大
学
院
等
と
の
つ
な
が

り
か
ら
就
職
受
入
れ
に
至
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
よ
う
だ
。「
イ
ソ
弁
（
居
候

弁
護
士
）」
ど
こ
ろ
か
、
事
務
所
か

ら
固
定
給
を
も
ら
え
な
い
「
ノ
キ
弁

（
軒
先
弁
護
士
）」、
い
き
な
り
独
立

す
る
「
即
独
」
と
比
較
す
れ
ば
、

「
銀
行
の
給
与
は
十
分
恵
ま
れ
て
い

る
」（
地
方
銀
行
の
行
内
弁
護
士
）。

弁
護
士
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
弁

護
士
会
に
年
間
数
十
万
円
の
会
費
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
、
会
員
の
少
な

い
地
方
部
で
は
月
１０
万
円
近
い
会
費

が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
多
く
の

銀
行
で
は
弁
護
士
会
費
用
を
銀
行
が

負
担
し
て
お
り
、「
そ
れ
だ
け
で
も

あ
り
が
た
い
」（
同
）
と
い
う
。

司
法
修
習
直
後
の

若
手
弁
護
士
を
採
用

弁
護
士
を
先
行
し
て
採
用
し
て
き

た
外
資
系
金
融
機
関
で
は
、
長
く
経

験
を
積
ん
だ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
弁
護

士
の
採
用
が
主
流
だ
が
、
地
方
銀
行

で
目
立
つ
の
は
司
法
修
習
を
終
え
た

ば
か
り
の
若
手
の
採
用
だ
。
山
陰
合

同
銀
行
で
は
特
別
職
と
し
て
職
責
に

応
じ
た
処
遇
を
行
っ
て
い
る
と
い
う

弁
護
士
資
格
保
有
者
を
採
用
す
る
地
域
金
融
機
関
が
増
え
て
い
る
。
法
曹
人
口
の

拡
大
に
よ
る
就
職
難
と
い
う
弁
護
士
側
の
事
情
と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の

強
化
を
図
り
た
い
銀
行
側
の
方
針
が
一
致
し
た
結
果
だ
。
弁
護
士
登
録
に
あ
た
っ

て
は
多
額
の
弁
護
士
会
費
用
が
必
要
で
、
国
選
弁
護
等
の
公
益
活
動
を
行
う
こ
と

も
求
め
ら
れ
る
。
処
遇
を
ど
う
す
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
利
益
相
反
や
秘
密
保
持

の
観
点
か
ら
一
定
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

１位 みずほ証券 １１人
２位 ＳＭＢＣ日興証券 １０人
３位 三井住友銀行 ９人
４位 第一生命保険 ８人

野村証券 ８人
６位 バークレイズ・キャピタル証券 ７人

ゴールドマン・サックス証券 ７人
８位 モルガン・スタンレー証券 ６人
９位 アフラック ５人

ＵＢＳ証券 ５人
（出所） 日本組織内弁護士協会「企業内弁護士の人数

と所属企業に関する調査」（１１年上半期）から作
成。

〔図表〕 社内弁護士が多い金融機関
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